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「里づくり」の連携・協働のこれまでとこれからを再考する   
一戸沢村角川の里を事例にエリアキャンパスもがみとのかかわりを見据えて－  
出川 真也  
（高等教育研究企画センター戸沢分室）  
はじめに   
山形県内陸北部・戸沢村角川地区に住み込んで5  
年目になる。角川の地元住民による多様な里地里山  
活動は、外部者の受け入れ、行政・企業・大学など多  
様な主体との連携、他の里地里山地域との交流等  
様々な方面にその幅を拡大している。   
本稿では次の3点を考慮に入れて論を進める。   
1、里地里山活動の展開過程と最新の状況   
2、「地元学」による地域調査活動と地元住民へ  
の影響   
3、多主体連携・広域連携を見据えた地域Ⅳ0セ  
クターの育成と持続可能な里づくりの展望   
本稿では戸沢村角川地区の住民団体・角川里の自  
然環境学校の活動を事例としながら、住民による学  
びと里地里山保全活動のこれまでを振りかえる。そ  
こから今後の地域に根ざし外部にも開かれた里地里  
山活動とエリアキャンパスもがみとの連携協働の可  
能性と展望を考えてみたい。  
多面的一公益的機能の発揮  
（水溜養、農産物の供給、ふるさとの原風景（癒し）、地球温暖化防止機能．dc）  
自然環境   
山形は、自然が豊か、文化が豊かと紹介されるが、  
ではそういったものはどういう風に成り立っている  
のかということをこの5カ年、地元の方々から勉強  
させて頂いた。まず自然環境的にはどのような特徴  
があるのかというと、筆者も地域集落に入ってびっ  
くりしたのだが、原生自然ではないということだ。  
住民が地域の里山、それから集落周辺の環境を改造  
しているというか、手を入れている。手を入れてい  
ることによって逆に豊かな自然環境が成り立ってい  
るといったことがあり、そのことが大変驚きでもあ  
り勉強になったことだった。例えば里山の適正な間  
伐をしたり、あるいは作業道を作る事によって里山  
に入っていけるような環境を作り人が継続的に山に  
入り作業をしたり山菜やキノコなどの採集をする。  
さらにそのすぐ下流部に棚田が作られていて、細か  
な水路を構築することで山の出水をうまく引き込ん  
だり、ため池がいくつも作られそれも水路でつなが  
れていたりしている。その結果おいしい棚田のお米  
が作られるというわけで、手を入れれば入れるほど  
豊かな生産性を持つわけだ。生態系の面、生き物の  
1．呈地皇山とは   
昨今農林行政等ではよく「中山間地域」というキ  
ーワードを耳にする。そこには過疎化少子高齢化、  
限界集落等々、解決せねばならない厄介な問題を連  
想させるニュアンスを含んでいるようだ。本稿では  
ふるさとの原風景を残すような自然環境豊かな地域  
という逆の発想のとらえ方で「里地里山」という言  
い方をしてみたい。また、筆者は長野県出身であり、  
いわゆるヨソモンだが、山形ならではの里地里山の  
豊かさや文化的な価値というものにとても惹かれた  
事もあり、5年ほど勉強しながら山形の農山村で活  
動をしている立場にあるということをはじめに確認  
しておきたい。  
－20－   
山形大学高等教育研究年報 第2号 2008年3月   
ている。そういった集落を基本単位とした里の社会  
的仕組みも里の方々から学ばせていただいたことで  
ある。  
視点から見ると、多様な水辺環境が整備されている  
ということになり、だからこそ、それに対応してい  
ろんな生き物が生息できると言えるだろう。例えば  
戸沢村角川のある棚田地域には20カ所ほどもため  
池が作られていたりするが、そこにはヌマエビが生  
息していたり、山の出水の所にはサンシヨウウオが  
限られた地域圏内にもかかわらず3種類もいたりす  
る。トウホクサンシヨウウオ、クロサンシヨウウオ、  
ハコネサンシヨウウオなどだ。原生自然であれば  
徐々に特定種類の植生のみの山になってしまう。そ  
うするとその植生に依拠した生き物しか生息できな  
い。そうではなくて里の人々が里地里山へ入って継  
続的に仕事することで、結果としてかく乱作用がお  
こり非常に多様で豊かな自然環境が形成されるわけ  
だ。  
現状   
このような特徴を持つ里地里山だが、現状は周知  
のように過疎少子化で非常に危機的状況にある。こ  
れは筆者も地域に入って目の当たりにしている所だ。  
一方でそういった里地里山の自然や文化、コミュニ  
ティの活動の価値が、今まさに新しい形で見直され  
つつある。このような現状認識の上で戸沢村角川地  
区のこれまでの事例を次に紹介したい。  
2．戸沢村における「地域の学校づくり」と角川地  
区の「地元学」  
戸沢村における「地域の学校づくり」   
戸沢村ではふるさとの「よさ」をもう一度見つめ  
なおしてみようとこれまでふるさと学習の取り組み  
が盛んに行われてきた。おじいちゃん、おばあちや  
んから地域の伝統的な技術を学ぶものづくり塾だと  
か、地域の棚田環境やまだ基盤整備が進んでいない  
ところ、実はそういうところに希少生物がいること  
がわかってきたのだが、そういったところで地元の  
農業者と連携して子ども達と学習しながら「メダカ  
の学校」と称するメダカ増殖池を作ったりしていた。  
文化環境   
文化的には、そういった自然環境からの恵みが地  
域の暮らしと密接に関連して多様な里の生活文化が  
営まれているのだと言える。逆の言い方をすればそ  
うした里の暮らしが里の自然環境を作り上げている。  
里地里山の自然と生活文化は相関関係にあると言え  
るだろう。とにかく食文化が豊かだ。角川地区では  
春だけで100種類以上の山菜レシピがあるし、秋、  
地元のキノコを使った料理もやっばり100種類くら  
いあったかと思う。そして何も採れないと思われる  
雪に閉ざされた冬でさえ独自の郷土料理の文化があ  
る。一年の間にとれたものを上手に保存して作られ  
るもので、その保存の技術や工夫は見事なものだ。  
こうした山の幸に加えて里で作られた農産物がミッ  
クスされて非常に多彩で多様な食文化を構成してい  
る。そういった里山からのめぐみや農業からの恵み  
を地元の方がよく知り尽くしており、地域の里地里  
山環境をさまざまな知恵や技術、工夫で暮らしに役  
立てているというわけである。  
角川地区における南部里地探検隊の活動と悩み   
戸沢村内で最も山間地にある角川地区では地元の  
有志住民で南部里地探検隊という団体を作って源流  
に探検に行ったり、ギフチョウなどの希少種の探索  
会を子ども達とやったりしていた。筆者が戸沢村に  
入るきっかけもこういう取り組みを地域から勉強さ  
せていただきたいということだったのである。しか  
し、実際に入って活動に参与していると、地元で中  
心となってやっておられる方々から悩みも耳にした。  
「こういう取り組みをやっても、なかなかイベント  
的で一過性の取り組みで終わってしまったり、一部  
の住民だけの参加になってしまったりしてなかなか  
広がっていかないんだ」ということだった。はたし  
てそうだろうか？と思って、改めて活動を見直して  
社会環境   
こういう取り組みというのは一人だけでできるも  
のではない。地域社会では集落共同で協力し合って  
こうした里地里山の自然や文化を維持し成り立たせ  
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みるとなるほど確かに地元でもここはすごいなとい  
う所やこれは際立っているなという所だけ、すなわ  
ち極めて特定のものだけがクローズアップされて取  
り組まれていることに気がついた。これでは限られ  
た層の住民にしか関心を払ってもらえない。だが、  
何も地域のことを知らないヨソモンの筆者から見れ  
ば、実は地元住民が普段意識せず何気なく行ってい  
る暮らしの営みやありふれたもの（こと）にこそ、  
すばらしい価値が見出せたりするわけだったのだが。  
このことと関係するのだが、筆者が角川地区に入る  
動機のひとつは、こういうような地域の学習活動は  
イベントだけを見てもなかなか分からないなと思っ  
たからだった。そこで（今となってみれば何と迂闘な  
発言だったかと回想されるのだが）「できれば地域集  
落に入って日常的な所から勉強させてもらえません  
か、住み込み出来れば最高なんですがね」と当時の  
PTA会長に話したところ、なんと一週間後には家が  
決まっていて（！）住み込む事になった。というわけで、  
実際に住み込みで勉強を始めると最初住民からは  
「出川君、なんでこんな何もない村に来たんだ？」  
と言われることが多かった。ところが筆者から見る  
と、いろいろと興味深い暮らしの営み、自然環境の  
営みというのがあるように思える。そこでそういっ  
た事を一つ一つできるだけ丹念に聞いていくという  
作業を続けていった。   
地域住民もさまざまな知恵や技術を持っているが、  
聞く人がいないとなかなか話ができないということ  
があるのだろう、何もないと言っていながら聞いて  
みると次から次へと様々なことが出てきて、それも  
最初から詳細に丁寧に教えていただいたことを覚え  
ている。そしてニケ月、三ヶ月としばらくたつと逆  
に地元の方から「出川君、あそこにはこんなものが  
あるから見ていった方が良い」とか、「今こういう行  
事があるから参加してみたら？」という事が非常に  
増えてきた。あとから考えるとヨソモンの筆者の目  
線の違いを地元の方々が感じて自分たちの日常生活  
を意識し見つめなおすことで逆に筆者のようなヨソ  
モンに紹介できるようなった、そんなプロセスがあ  
ったのではないかと思う。とはいえ、そのようにし  
て調べることが多くなってしまうと、ついにとても  
筆者一人では調べきれなくなってしまった。  
地元学（地域の環境文化調査）  
図2 地元学の流れ  
1、基本的にすること  
地域の人とよそモンが一緒に集落を歩いて、「ある1  
する。  
2、地元学調香（調香方法はいたって簡単）  
ステップ1：じいちやん、ばあちゃん、その他集落の人、よそものが集苦る  
ステップ2・集落や集落の周辺地域をいっしょにまわり、よそもの  
が面白そうだと思うことやものを集落の人に質問し、  
それを写真に撮り、集落の方の説明を資源カードに  
記入していく。  
ステップ3：調香からかえってきたら、その紹果をカードをもとに  
発表さ（→地域内コミュニケーションの活性化と悟鮎d  
ステップ4：調香からかえってきたら、その資源カードをもとに  
地図に書き 込んでいく。また資源カードを整理L  
一賢表を作ります。  
1   
地域環境マップと生活文化大百科の  
出来上がリ   
筆者が最初に音をあげた。「とてもとても一人では  
全ては見られませんよ」というわけだ。そこで「角  
川地区の中心集落で地元の方々、子ども達とみんな  
の力で一緒に調べましょう」という話になった。こ  
れを「地元学」と筆者は言っているのだが、それほ  
ど難しいことではない。地域集落を地元の方々と、  
筆者のような地域をよく知らないヨソモンや子ども  
たちとが一緒に集落を歩く。川に行ったり、山に行  
ったり、石碑を見たり、家々を見て回ったりする。  
そして地元住民に質問をしながら教えてもらうとい  
う、ただそれだけのことである。だが、農山村、里  
地里山地域の自然とか文化というのは、なかなか見  
ただけでは分からない。聞いただけではもちろん分  
からない。あまりに違いすぎて分からないのだ。そ  
の地域独自のもの、その地域でしか通用しないもの  
が数多くあるので内部に入って実際にやってみて、  
はじめてようやく分かるということがよくある。だ  
から調べ方のコツとしては、聞いて、見て、実際に  
やってみて、というように調べた。このことはこの  
調査手法が特定の研究者だけではなく、いろんな  
人々が一緒にできるということを意味する。最後は  
みんなで集まって調べた情報を地図に書き込んだり、  
カード化したりして発表会をすることで情報を共有  
した。  
（参考：竹田純一「里地ネットワークと地元学」環  
境情報科学34巻1号2005）  
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3．角川里の自然環境学校の設立と活動の展開  
設立のきっかけ   
その結果よりリアルに地域集落の自然と文化がい  
かに豊かだということを再発見することとなった。  
それは筆者のようなヨソモンが再発見したというの  
ではなく（筆者自身は最初からこの地域がすごいと  
いうことには気が付いていた）、何より地元の住民自  
身が、外部者の目線の違いを利用して自ら持ってい  
る知恵や技術、その価値を再発見したということだ  
った。同時に課題の部分も見えてきた。この集落で  
は一日の調査で500くらいのものが再発見されたわ  
けだが、その2割ほどは10年後と言わずこのままで  
はその価値や存在すらも気が付かれないまま1～2  
年で消えてしまいそうだということが見えてきたの  
だ。あのばあさんがいなくなるとこの郷土料理の製  
法は分からなくなるとか、あのじいさんがいなくな  
ると、あるいはあのマタギのおじさんがいなくなる  
とあの里山はどうやって管理していたのか分からな  
くなるとか、こういったことが実感を伴って明らか  
になってきた。「このままでは本当に何もない集落に  
なっちゃうぞ」「何かせねば」という話が調査をした  
住民たちの聞から出てきた。そして地域の自然や文  
化を次の世代に教え伝えていく取り組みをしていこ  
う、その中で地域づくりを考えていこうという話に  
なり、ではそれは誰が教えることが出来るのか、や  
はり地元の住民しかいないだろうということになっ  
た。こうして角川地区の住民が「里の先生」として、  
活動の中心となって運営する取り組みができあがっ  
た。地域運営学校・角川里の自然環境学校の誕生であ  
る。  
凪3  角川里の自然環境学校組織図  
ろが地元学をやってみると、郷土料理がすごいなと  
再評価されたのである。地元住民にとっては、あま  
りに普段食べ慣れたものなのでこんなもの普通だろ  
うという話になりがちだが、よその人からすると大  
変贅沢で評価されるという側面が見えてきた。筆者  
自身もそのようなヨソモンの1人で、角川料理のあ  
まりの美味しさに住んでからわずか1年の間に10  
キロ（！）も太ってしまった経緯がある。このような  
評価を受けて地元の女性たちが中心となって会を作  
ろうということになり組織の中に食の教室がつくら  
れた。   
2007年現在、角川の里は人口が1，000人弱だが、  
そのうちの200名くらいがこの里の先生に登録して  
いる。そこに中核となるスタッフが20数名いるので、  
ほとんど一家に一人以上は、角川自然学校関係者と  
いう住民ぐるみの取り組みに育っていくこととなっ  
た。   
さて、次に図4の写真と図5の地域図を見ながら  
角川地区の自然環境について概観してみたい。  
図4角川地区全景写真  
組織構成・里の先生   
では、実際に何ができるのだろうという諸になっ  
たとき、海以外のものは何でも出来るということが  
わかってきた。山とか川とか食とか農とかもの作り  
とか・‥とにかくいろいろなアイディアが出てき  
た。この中でちょっと特徴的なのが食の教室だ。今  
までの角川地区の取り組みでは、自然体験等の取り  
組みが中心であり、どちらかというと地元のおじち  
やんたち（男性たち）の取り組みが中心だった。とこ  
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が活動プログラムとなっており、地域住民が日常の  
暮らしの延長線で以下の6つの学校を運営している。  
①山の学校   
地元のまたぎのおじさん達が中心となって運営し  
ている。里山の間伐学習会をやったり、ものづくり  
の工芸品のためのつる拾いをやったり、山菜やキノ  
コ採りの知恵や技術を伝承したりしている。実際、  
子ども達を山へ連れて行くと勝手に工夫して遊ぶと  
いう面もあり、森林環境教育の絶好の機会を提供し  
ている。また冬にはカンジキをはいて里山を歩き、  
またぎのおじさんの指導のもとでウサギ狩りなどの  
体験活動も行っている。   
里山の間伐をやってみると意外に良い材木がとれ  
たりする。間伐を行うきっかけとなったのは、山の  
学習会をやってみたところ、子どもたちの意見から  
間伐した方がいいのではないかという諸になったか  
らだが、実際に間伐してみると捨てるのにはもった  
いないような材がたくさん取れることとなった。そ  
の間伐材を目の前に話し合ったところ、里山拠点と  
なるような丸太小屋を作ろうということになった。  
角川地区は他の東北の農村集落と同様、出稼ぎが多  
かった集落なので大工、配管工、型枠大工、重機の  
オペレーターなどなどそれはもうひととおりの技術  
者がいるということがわかった。このようにセミハ  
ード的な事もソフト事業のなかででやれちゃったと  
いう事例は角川地区にはいくつもある。   
また、高齢世代のお年寄りとの地域調査から伝統  
の炭焼き窯の技術も再発見され新たに作られるよう  
になった。そこでは今、良質の炭を提供するように  
なっている。  
②川の学校   
子どもたちにもっとも人気のある学校だ。地元の  
漁師さんたちが先生役となって、伝統漁法を中心に  
魚捕りの技術を教えている。また、川遊びや水辺の  
生き物観察会を行うなど、水質調査など環境保全の  
ためのデータ収集にも取り組んでいる。  
③食の教室   
里山や川、農地から取れる新鮮な素材を使って、  
角川の里ならではの郷土料理の教室を開いている。  
ここでは地元のおばさんたちが先生役。加工場も開  
図5角川地域圃   
※清流角川に沿って  
集落が展開している。   
赤綺のラインが標高  
約2DOメートル。  
このラインまでが地  
元住民が「うちやま」  
と呼んでいるところと  
重なり、集落に隣接し  
ている。  
地域の暮らしに密接  
な関係がある里地毘  
山で、人々が継続的  
に入り手入れをし維  
持管理している地域  
である。   
角川里の自然環境  
学枚の集落共同の活  
動もこの範囲を中心  
に行われている。   
この写真を持って行って関西方面でプレゼンテー  
ションをすると「やあいいですね、本当に山村だか  
らいいですね」とよくうらやましがられて言われる。  
しかしそれほど標高が高く険しいところにすんでい  
るというわけではない。人が住んでいる所がだいた  
い標高100メートルくらい、周辺部の里山が高い所  
で200メートルをちょっと過ぎるぐらいである。そ  
の範囲を中心に山の出水（地元用語で湧き水や沢水  
などを意味する）を引っ張ってきて棚田が形成され  
ていたり、生活用水につかったりされている。継続  
的に裏山に入ってそこで仕事をすることで里山を形  
成し、その恵みを得ながらさまざまな農業生産が出  
来るように工夫されている。地区は14の集落に分か  
れているが、集落ぐるみで里地里山の自然や暮らし  
を維持管理出来るような社会的しくみが作られてい  
る。一見すると自然が豊かだが、それだけではなく  
実際は、人が継続的にきめ細やかに手を入れて育ん  
できた非常に人間くさい景観（だからこそ自然豊か  
な環境となっている）だと言える。では、ここで具体  
的にどんな活動をしているのか次に説明したい。  
活動の内容   
角川里の自然環境学校では、取り立てて目立つよ  
うなお祭りやイベントは行わない。角川の里の日常  
の自然や生活文化を、地元の時間感覚で外部の住民  
と共有し学びあうことが大切だという思いがあるか  
らだ。普段のままの里の暮らしや営みをきちんと見  
つめながら里づくりを進めようとしているわけだ。  
したがって、四季折々の里の自然や暮らしそのもの  
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て手入れをしていないとすぐ荒れてしまう。継続的  
メンテナンスを怠るとそこの豊かさとか価値が失わ  
れてしまうのだ。ところが現状では、過疎少子化が  
特に中山間地域は激しくて、地元住民だけでそうい  
うメンテ作業を一手に引き受けるのは大変厳しい。  
だが、外部者の力を取り入れ協働することによって  
里地里山の維持とそこでの暮らしが継続できるよう  
になるかもしれない、そんな可能性を外部者との交  
流実践活動では見出してきている。別な言い方をす  
れば外部者を含めた意味での新たな「集落協働」の  
文化が地域に生まれつつあるといってもよいかもし  
れない。   
現在、都市圏の教育旅行をはじめとした学習者の  
受け入れ、子ども育成会の体験活動の受け入れ、そ  
して一般の交流者も増加してきている。そのような  
外部者に対する指導者（ガイド）はもちろん地元の里  
の先生だ。一泊二日とか二泊三日くらいのプログラ  
ムが多いことから、角川地区では活動すると、時間  
や移動の関係上もありどうしても宿泊しなくてはな  
らない。ではどうしようかということでホームステ  
イ制度が始まることとなった。ホームステイの名前  
をどうしようかとなった時に、外部者（ヨソモン）は  
自分たちと一緒に働いてくれる人でもあるので、お  
客さんとしてではなく仲間として協働者として受け  
入れていこうという思いが地元では強かった。それ  
は親戚の延長線上だということで「里親」という名  
称を付けてホームステイの受け入れを実施している。  
設され角川の食文化を外部にも発信しており、新た  
な地域の産品開発につながろうとしている。  
④農の学校   
水田ビオトープや無農薬の米作りに取り組む「田  
んぼの学校」と、無農薬の野菜作りに取り組む「畑  
の学校」がある。中山間地域で農業を営む農家の皆  
さんが先生役で「角川カブ」などの伝承野菜の保全  
伝承にも取り組んでいる。収穫物は外部にブランド  
品として販売されたり、食の教室の材料になったり  
している。  
⑤ものづくり塾   
主に地元の高齢者が中心となって活動を続けてい  
る。里山のつるなどの素材や田んぼのわらなどの素  
材を利用した山村の工芸品の伝統技術を伝承してい  
る。小中学校の地域工芸品作りの授業によばれるこ  
ともしばしばある。  
⑥民話塾   
地元の高齢者の語り部が運営している。雪深い角  
川の里には多くの民話が伝わっている。笑い話、悲  
しい話、村で暮らすことの心得など、地域生活に密  
着した民話が数多くある。その中にはかなり教訓的  
な内容もあったり、集落というものをどう考えてい  
くかという点で考えさせられたりするようなものも  
数多く存在しており、独特の方言で語られる角川の  
民話塾は地域の心を伝える場ともなっている。  
里親委員会   
地域に根ざした取り組みをやってみて最初はこう  
いう展開になるとは予想しなかったことだが、結果  
として交流人口が増えることとなった。振り返って  
みると最初の地元学の時からヨソモンの目線の違い  
を活用して取り組みがスタートしたわけだった。当  
然その後に展開した一連の里づくり活動自体もヨソ  
モンにとっては面白いということになるであろう。  
2007年度角川の里ではこの自然学校関係の活動だ  
けで1，000人を超える交流人口をもつ見込みである。  
観光とは異なり、外部の方々とも協働しながら里地  
里山の保全や活用をしていこうという実践的交流活  
動とでも言うべきものである。角川地区のような里  
地里山地域は冒頭に触れたように人が継続的に入っ  
角川の里地里山活動から見えてきたもの～子ども  
たちの声から～   
このような活動を続けていると子ども達から将来  
もこの里で暮らして地域のよさを発信していきたい  
という声が出てきた。ある日、筆者は地元の角川小  
中学校の先生からよばれ、「生徒に作文を書かせると  
普通は学校生活のことを書く子が多いのだが、最近  
は地域のことを書く子が増えているようだ」と言っ  
て次のような作文を見せていただいた。  
地元の中学生の作文より  
「『角川？どこにあるんですか』‥・こう聞かれて  
恥ずかしいと思ったことがあります。なぜなら、僕  
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にとって、角川は何もないただの田舎だったからで  
す。僕が暮らす角川は、ヤマメやイワナがたくさん  
泳ぐ美しい川に沿って小さな部落が点在する地区で  
す。都会の人は、『自然がきれいでいいね』『ゆっり  
できていいね』などと言いますが、僕は心の中で、  
それは違うと思っていました。田や畑仕事の大変さ  
や、町から遠いことによる不便さ、そして高齢化や  
過疎化など深刻な問題もたくさん抱えているからで  
す。・‥（中略）‥・角川の地元学は、便利さなど  
表面的なものに憧れ、自分の身近なものの本当の価  
値に気づかなかった僕が、足元を見直す貴重な体験  
となった‥・（中略）・・・若者がいない、活気が  
ない、大型スーパーがなくて不便だというマイナス  
面だけがクローズアップされてきました。『昔はこん  
なんじやなかった』とは言っても、どのようにすれ  
ば若者が引き留められ活気を取り戻せるのか、真剣  
になって解決策を考え実行しようとする人は誰一人  
いませんでした。今は大人が立ち上がり、解決策を  
考え、大切な文化を子ども達に伝えようとしていま  
す。‥・（中略）・‥真剣になっている大人の心を、  
僕たち子どもがしっかり受け止めなければならない  
と思います。そういう気づきをこれからも大切にし  
ながら、『元気のある田舎 角川』を全国に発信した  
いと思います。」   
このような子どもたちの声を受けて、角川の里の  
活動はいよいよそのモチベーションを高めていくよ  
うになった。こうして地域の価値の再発見や子ども  
たちへのふるさと学習という段階を経て、角川の里  
における新たな地域作りは、子どもたちが将来も角  
川に暮らし続けていけるような新しいライフスタイ  
ルの構築や集落協働の新たな産業の育成、いわゆる  
コミュニティビジネスの展開へと進もうとしている。  
新たな自立した「自治」のあり方を模索する段階へ  
ときていると言えるだろう。  
いを活用した地元学調査とヴィジョン作り）  
（2）地域住民の日常生活に立脚したプログラムと   
カリキュラム作り  
（3）里の何気ないありふれた素材を力づける  
（4）人材育成（担い手育成）   
住民主体ということが大切だと改めて気づかされ  
るだろう。角川の里の一連の活動は、最初、地元学  
という形で地元の住民とヨソモンと協働して地域に  
何があるのか、課題を探るというよりは地域の良さ  
ってなんだろう、地域の豊かさってなんだろうとい  
う「あるもの探し」から始まった。そうした調査活  
動を通し地域の本当の価値に気づくことをバネにし  
て、住民が課題を共有し集約して地域計画づくりを  
した。角川里の自然環境学校での取り組み全体がま  
さにそれだ。住民がつくりあげる地域計画づくりだ  
から、日常生活に密着したプログラムとかカリキュ  
ラムづくりとなる。ここでは里の何気ないありふれ  
た素材に実は価値があり、そういったものを力づけ  
ていくことこそが重要になるだろう。そのような取  
り組みを通しその活動の蓄積が自然な意味で人材育  
成や担い手形成へと結びつくようになっているので  
ある。これは角川の里のある高齢者（民話塾のメンバ  
ー）が話すような体験的経験を積みながら習得して  
いく集落の知恵や技術の伝統的な教育方法とも通底  
するように思える。  
4．新たな里地星山づくりに向けて～連携と協働へ～   
これまで角川の里を事例としてその展開過程を見  
てきた。では今後の里づくり実践やそこに依拠した  
研究実践とはどのようなものとしていけばよいのだ  
ろうか。本節ではこのことを考えてみたい。   
そのために次の3つの観点が重要と考えられる。  
（1）多主体連携と広域連携   
これまで角川の里では地域内の連携を促進してき  
た。それは同じ角川という地区内においても、集落  
が変わればそこにあるものも変わるからである。地  
域の住民がそのような情報を再発見し共有しつつ埋  
もれていた資源、活動、人材をつなぎ合わせていく  
角川における里地星山の活動作りのポイント   
さて、ここで角川地区の取り組みを振り返ってみ  
たい。ポイントとなるのは以下4つの観点である。  
（1）住民による地域計画作り（ヨソモンの目線の違  
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となっていると言えるだろう。   
では地域集落を基本単位としながら多主体・広域  
の連携・協働活動はどのようにして展開可能だろう  
か。  
作業であった。つまり地域内コミュニケーションを  
活性化させることで地域作りへの力としていくとい  
う試みであった。   
角川里の自然環境学校の設立からかかわっている  
代表の斉藤久一氏は次のように回想する。  
「角川の里には14の集落がありますけども、今の  
活動は全部一緒になってやっております。最初の頃  
は、14集落の集落会長と顔合わせるのは1ケ月に  
1回ぐらいしかなかった。そして違う集落の住民と  
地域作り活動で顔を合わせるのは何10年に1回と  
いうようなありさまで、それじや何にもできないじ  
やないかと思って、まず1番先に集落会長たちを全  
部集めて話し合って、それから何かいいものはない  
か、調べてみるかといったのが始まりでした。集落  
ごとにそれぞれに分かれて調査をして、撮った写真  
とメモを集めたところ、集落ごとに冊子となった。  
今、手元にありますが、よく見てみると集落毎にあ  
るものが全部違うんです。苦からつくったものとか、  
生活もいくらか集落によって違うと思います。集落  
によってやっていることが地区全体の中で明らかに  
なって、それでみんなで子どもたちに伝えられるよ  
うになっていったんです。」（山形県「もがみ元気塾」  
2007年9月）   
ここで見るように地域内の連携づくりについては  
伝統的な集落単位の組織によるつながりで無理なく  
有効な活動を展開できることが垣間見られる。   
だが今後はこうした地域内連携の延長線上で、外  
部の諸主体、すなわち行政（市町村、県、国）、企業、  
大学等の研究機関、他のⅣ0団体との連携をいかに  
進めるかというのがポイントとなる。   
もう一つ広域連携について述べておきたい。里地  
里山活動、地域づくりの取り組み、交流活動などは、  
ある一つの地域圏だけで完結するものではない。角  
川の里も都市部との交流や、環境や地域作りの分野  
などでは下流部（庄内地方）とのさまざまな交流・連  
携活動を進めていくことが大切で、この種のつなが  
りをもった活動が今後ポイントとなる。つまり活動  
の拠点となる当該地域の個々の活動だけではなく市  
町村や県を飛び越えて他の地域と連携したり交流し  
たりするような活動における調整能力が必要な段階  
（2）社会基盤整備のあり方～ソフトからハードヘと  
いう政策提言の推進～  
1、と関連するがハード事業を中心とする社会基  
盤整備のあり方について触れておきたい。ソフトの  
取り組みは住民だけでもやれる時もあるが、ハード  
事業はなかなか困難である。活動の段階に応じたソ  
フト事業とハード事業との適正な連携が必要だと考  
えられる。例えば角川の里では、川の活動が活発に  
行われているが、川の保全活動や学習活動の際、河  
川構造上、人がなかなか近づけないものになってい  
たりすることに気がつく。しかしそうした工事の部  
分はとても住民にはできない。そのあたりをソフト  
活動の声から学びハード事業と結びつけて地域計画  
としていく必要がある。また里山保全活動の場合で  
は、例えば里山の活動を展開していく時に保全活動  
の趣旨にマッチした山道（林道）の適正なハード整備、  
農業分野では田んぼのビオトープづくりの取り組み  
をしているが、その際にもやはりハードの基盤整備  
との連携といったことがあるだろう。さらに今後の  
里地里山において交流人口の増加というのは非常に  
重要な要素だが、外部の活動者に対応したトイレや  
休憩施設等のハード的な整備の部分はなかなか地元  
住民だけでは難しい。従来はどちらかというとハー  
ドとして一つの建物（社会基盤整備）がまずできて、  
それに住民が合わせて（無理に合わせることもしば  
しばだったが）ソフト事業をせざるを得ないという  
所があったように思われる。今後は逆にこういった  
地元で育んできたソフト的な取り組みから学び地域  
計画としてすくいあげて、そこから社会基盤整備の  
あり方を設計していくという流れが重要だろう。  
（3）人材と担い手の育成～キャパシティ・ディベロ  
ップメントと共育の視点～   
これまでよくありがちだったのが、ハードが完成  
すれば終わり、ソフト事業も補助金が切れればもう  
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やらない、大学研究もその研究プロジェクトが終了  
すれば分厚い冊子となって書庫に入って挨をかぶる、  
ということで、結局地域には何も残らないというこ  
とがあった。これは角川の里においても例外ではな  
い。前述の多主体・広域連携協働の活動や社会基盤整  
備のあり方についても、この落とし穴にはまらない  
よう十分に注意しなければならない。   
この点でキャパシティ・ディベロップメントの視  
点は大変重要だ。これは前述した地元学の基本的な  
考え方と通底するものである。キャパシティ・ディベ  
ロップメントとは、ある地域作りプロジェクト（事  
業）において、そのプロジェクトの推進と並行して、  
当該地域の潜在的な力（キャパシティ）を引き出し育  
てていくことを重視する。そして、当該プロジェク  
ト（事業）の終了後もその事業が地域独自の力で継続  
していけるようなメカニズムなりシステムなり運営  
力そのものを地域自らが持てるよう育成していくこ  
とを目指す。つまり、補助金や助成金事業の終了後  
も当該地域が継続して自らの力でその事業を展開し  
ていけるような仕組みをその事業期間を通じて育成  
していくことを企図している（参考：「キャパシティ  
ディベロップメント」国際協力総合研修所2006）。   
では、そのような育成活動は一体誰が行うのか？  
この点で戸沢村教育委員会がその理念に掲げる「共  
育」の視点は大変参考になる。戸沢村教育委員会の  
「共育」では、子どもたちとかかわりながら住民自  
らが（ヨソモンの力を利用しながら）、地域のことを  
再発見し学び、共に育っていくことを重視する。つ  
まり誰かに教えるのでも教わるのでもない、自分で  
自分を育てていく、それを地域の子どもはもとより  
外部者と共に住民が同じく肩を並べて歩きながら行  
っていく、それが「共育」活動だ。このためには、  
日々のコミュニケーションの中で肩肘張らずに地域  
のことを外部者を交えながら真剣にそしておもしろ  
く議論し、アイディアを出し合って、さらにその「の  
り」で先駆的実験的な活動行い、検証していくとい  
う日常的実践がとても重要なものとなる。   
そのため戸沢村教育委員会では地域の公民館活動  
において、極めてまじめな意味でいわゆる「飲みニ  
ケーション」が奨励されている。この繰り返しが議  
論を活性化し活動を展開する原動力となっているの  
だ（職員の中には「燃料費の予算項目の中にアルコ  
ール代が入ってもいいぐらいだよ」と冗談を言う者  
もいるぐらいだ）。地域の青少年育成にかかわる住民  
から「戸沢村の教育には教職員の先生はいらない。  
『共食飲（きょうしょくいん）』の先生こそが必要だ」  
と言われるゆえんである。  
5．協働と連携の要～調整機能とシンクタンク機能  
を備えた地域NPO組織の育成を～   
今後の展開において次の5つの能力が重要だと考  
える。  
1、多主体連携活動や広域連携活動を調整する  
コーデ  ネート能力  
2、実践活動を基盤としながら行政施策へとつ  
なげる政策提言能力  
3、活動地域に根ざして地域の潜在能力を引き  
出し育つよう促す人材育成能力  
4、各主体、地域、政策等を検証し、データ収集   
や理論的根拠を構築する研究調査能力  
5、上記活動を各主体、地域、一般にわかりやす  
く伝える発信能力   
ここから高度な調整能力とシンクタンク機能を備  
え地域に根ざしたⅣ0セクターの育成が、今後の里  
地里山における地域作りやそれに依拠した研究活動  
を遂行していく上で重要であることが見えてくる。  
高崎経済大学の櫻井常矢氏は「地域作りの遂行能力  
を持って協働しうるパートナーを地域社会に育てて  
いかなければならない」（山形県社会基盤シンポジウ  
ム2007年10月）と話しているが、まさにその部分  
を育てていく活動が今後重要となるだろう。   
エリアキャンパスもがみにおいては、当面特に上  
記3、4の項目において地域社会への貢献が期待され  
る。だが同時にその仕事が1，2，5の地域Ⅳ0が  
担うべき諸活動と密接に連動していることを知悉し  
ておかなければならないだろう。何よりもまず、こ  
のような地域肝0セクターの育成をエリアキャンパ  
スの活動を通して各地域の住民と共に歩みながら行  
っていくことが重要なのではないだろうか。この点  
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地域の住民団体との連携協働でどのような新たな  
里地里山の地域社会作りが展望できるのか、地域サ  
イドからの挑戦は続いている。エリアキャンパスも  
がみの今後の研究教育活動の持続と発展はこのよう  
な地域Ⅳ0組織の育成をどのように促し、またそこ  
とどのような連携協働できるのかにかかっているよ  
うに考えられる。  
で2006年最上地方で開かれた山大エリアキャンパ  
スもがみのタウンミーティングの際に佐藤慎也氏が  
提起していた「雪国未来作り研究所」の構想は大変  
興味深いものといえるだろう。（参考：「エリアキャ  
ンパスもが み研究年報2006」p．130（佐藤慎也談）山  
形大学2006）  
凰6 新たな協働の仕組みイメージ  
???????????
おわりに～NPO法人里の自然文化共育研究所の設立～   
2007年11月、角川里の自然環境学校から「NPO  
法人 里の自然文化共育研究所」が独立して設立さ  
れた。最上地方と庄内地方を拠点エリアにしつつ地  
域に根ざした里づくりを行うための交流・学習・協働  
のネットワーク作りとそのための調査研究活動を推  
進していくことを目的としている。前述した今後の  
里地里山地域の多主体連携・広域連携機能や調査研  
究機能を地域の肝0セクターとして実験的に行って  
みようというものでもある。  
里の保全活動をより広域に、より多くの人々との協働で進めていこう！  
活動の広がりと深まりを目指して「NPO法人里の自然文化共育研究所」が活動を開始！  
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